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10
月
4
日
、
昭
和
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
第
36
回
秋
季
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
長
杯
争

奪
戦
が
開
催
さ
れ
、
村
内
各
地

区
か
ら
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
激

闘
を
制
し
た
の
は
松
山
・
野
尻
・

中
向
Ａ
チ
ー
ム
で
、
2
年
ぶ
り

の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

【
優

勝
】

松
山
・
野
尻
・
中
向
Ａ
チ
ー
ム

【
準
優
勝
】

下
中
津
川
Ｂ
チ
ー
ム

【
三

位
】

大
芦
チ
ー
ム

10
月
1
日
大
芦
区
長
事
務
所
、
昭
和

村
公
民
館
に
お
い
て
奥
会
津
昭
和
村
振

興
公
社
に
よ
る
平
成
27
年
度
産
か
ら
む

し
原
麻
の
買
い
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

か
ら
む
し
生
産
技
術
保
存
協
会
の
鑑

定
人
の
目
が
鋭
く
光
る
中
、
各
生
産
者

か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
原
麻
が
厳
し
く
審

査
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
生
産
量
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
品
質
は
良
い
と

の
こ
と
で
し
た
。

買
い
付
け
終
了
後
は
鑑
定
人
か
ら
の

講
評
や
指
導
が
あ
り
、
よ
り
良
い
品
質

の
か
ら
む
し
の
生
産
を
目
指
す
こ
と
を

確
認
す
る
と
共
に
、
本
年
も
無
事
に
買

い
付
け
が
終
了
し
た
こ
と
を
祝
い
、
三

本
締
め
で
締
め
ら
れ
ま
し
た
。

9
月
26
日
、
す
み
れ
荘
に
お
い
て
「
育
児

支
援
講
演
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約
25
名

の
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
や
地

域
住
民
の
方
が
参
加
さ
れ
、
村
外
か
ら
駆
け

つ
け
た
参
加
者
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
昔
語
り
」
と
「
講
演
会
」
の
二
部
構
成
と

な
っ
て
お
り
、
第
一
部
の
「
昔
語
り
」
で
は

講
師
の
五
十
嵐
七
重
先
生
が
絶
妙
な
語
り
口

で
語
る
「
キ
ツ
ネ
と
タ
ニ
シ
」
や
「
木
の
股

む
か
し
」
に
会
場
か
ら
は
笑
い
や
盛
ん
な
拍

手
が
起
き
ま
し
た
。
第
二
部
の
「
講
演
会
」

で
は
講
師
の
親

お
や
ぎ
ょ
う業
訓
練
シ
ニ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
大
屋
弘
子
先
生
か
ら
「
親
子
の
心

を
通
わ
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
具
体
的
な

事
例
を
用
い
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

を
行
い
な
が
ら

わ
か
り
や
す
く

話
し
、
参
加
者

も
メ
モ
を
と
る

な
ど
し
て
真
剣

に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

育
児
支
援
講
演
会

第
41
回

野
尻
川
マ
ス
釣
り
大
会

9
月
27
日
、
下
平
運
動
広
場

周
辺
の
野
尻
川
に
お
い
て
、
第

41
回
野
尻
川
マ
ス
釣
り
大
会
が

開
催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
約

150

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
や
家
族
連
れ
の
方
も

多
く
参
加
し
、
野
尻
川
マ
ス
釣

り
大
会
恒
例
の
大
型
マ
ス
の
引

き
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、

懸
命
に
大
物
を
釣
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。

【
大
物
賞
】

1
位

45
㎝

     

鈴
木     

武
さ
ん
（
会
津
若
松
市
）

2
位

44
㎝

       

森

和
美
さ
ん
（
須
賀
川
市
）

3
位

43.5
㎝

    

長
嶺  

信
幸
さ
ん(

会
津
坂
下
町)

か
ら
む
し
原
麻
買
い
入
れ

秋
季
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
長
杯
争
奪
戦
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昭和村・南会津町・下郷町・金山町の４町村の首長、
議会議員等で組織する国道４００号舟鼻峠改良促進期
成同盟会（会長 昭和村長）は、10 月 16 日、自由民
主党幹事長・福島県選出国会議員、国土交通省へ「国道
４００号舟鼻峠の整備促進について」要望活動を行いま
した。

舟鼻峠は、幅員狭小、急勾配、急カーブが連続する交
通の難所となっており、現在は舟鼻トンネル昭和村側の
スノーシェルター設置工事、白森山地内の道路拡幅工事
が行われています。今回の要望では更なる道路整備や現
在行われている工事の早期完了をお願いしました。

国道４００号舟鼻峠改良促進期成同盟会「中央要望」

いつかこの日が来ると
分かっていましたが、も
うカナダに帰国したこと
を今でも信じられません。
この五年間、村民の皆さ
んとの交流を通して、忘
れられない思い出を沢山
貰いました。友達もいっ

ぱいできて、日本の文化や昭和弁もいっぱい学ん
で、大変お世話になりました。またいつか昭和に
遊びに行くから、トロントにも遊びに来て下さ
い！ Keep Smiling!

昭和中学校 束原さん・酒井さん英語弁論大会入賞
8 月 28 日、両沼地区中学校英語弁論大会が開かれ、昭和中学校 2 年生の束原麻紬さんが暗唱の部で

1 位、同じく 3 年生の酒井玲奈さんがグッドスピーカー賞に輝きました。
大会では 5 分以内の発表で発音や表現力などを競い、

束原さんは「Ｔｏｍ  ｈａｓ  ｔｏ  ｗｏｒｋ  ｏｎ  ｓａ
ｔｕｒｄａｙ」、酒井さんは「Ｌｉｍｅ Ｌｉｇｈｔ」
の題でスピーチしました。2 人は夏休み返上で練習を
行いこの度の栄えある受賞となりました。

束原さんは「来年は創作部門のトロフィーを持ち帰
りたい」と来年へ向けての抱負を、今回が最後の出場
となった酒井さんは「英語弁論をきっかけに色々な言
葉を学んで高校でも頑張りたい」と語ってくれました。

二人を指導した大木先生も「夏の暑い中何度も学校に
来て頑張ってくれました」と二人の努力を称えました。

写真左より（酒井さん、束原さん、大木先生）

さよならダイアナ先生！ようこそエリザベス先生！
～ＡＬＴの先生が9月より変わりました～

こんにちわ。エリザベ
ス・カルグレンと申しま
す。アメリカの出身です。
この度、日本に来て昭和
村で英語を教えることに
なり、わくわくしていま
す。早く皆様とお知り合
いになりたいです。私は

日本の歴史と文化に興味を持っているので、勉強
の機会が得られて幸せです。どうぞよろしくお願
いいたします。
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十
日
町
市
の
多
田
滋
さ
ん
の

調
査
記
録

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
十
月

二
十
三
日
に
中
越
地
震
が
発
生
、
昭

和
村
大
岐
も
大
き
な
揺
れ
で
二
階
の

我
が
家
に
あ
っ
た
縄
文
土
器
も
棚
か

ら
落
ち
て
破
損
し
ま
し
た
。
避
難
所

等
へ
の
救
援
と
し
て
収
穫
期
に
あ
っ

た
自
家
用
の
ダ
イ
コ
ン
等
を
送
り
役

場
職
員
な
ど
が
被
災
地
新
潟
県
内
へ

交
替
で
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
翌
十
七

年
の
四
月
に
新
潟
県
中
里
村
、
川
西

町
、
松
代
町
、
松
之
山
町
が
加
わ
り

新
生
・
十
日
町
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
震
災
の
影
響
で
平
成
十
九
年

十
一
月
に
清
津
峡
に
あ
っ
た
中
里
村

中
条
の
小
貫
（
こ
つ
な
ぎ
）
集
落
は

閉
村
し
ま
し
た
。

小
貫
は
松
之
山
町
赤
倉
か
ら
八
百

年
前
に
移
住
し
た
人
々
が
拓
い
た
村

で
、
諏
訪
社
を
建
て
御
神
木
の
ス
ギ

を
植
え
ま
し
た
。
そ
れ
が
新
潟
県
魚

沼
地
方
で
は
い
ち
ば
ん
大
き
な
ス
ギ

「
小
貫
諏
訪
社
の
大
ス
ギ
」
と
し
て
新

潟
県
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
八
月
一
日
に
十
日
町
千
手
コ

ミ
セ
ン
で
昭
和
村
大
芦
と
大
岐
が
舞

台
と
な
っ
た
記
録
映
画
『
か
ら
む
し

と
麻
』（
民
族
文
化
映
像
研
究
所
自
主

製
作
、
一
九
八
八
年
）
が
上
映
さ
れ
、

訪
問
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
十
日
町

市
山
間
各
集
落
で
も
「
大
地
の
芸
術

祭
」
が
長
期
間
開
催
さ
れ
て
お
り
「
青

苧
・
か
ら
む
し
」
に
関
す
る
取
り
組

み
も
多
く
出
て
い
ま
し
た
。

三
年
前
の
春
に
十
日
町
市
博
物
館

の
佐
野
芳
隆
館
長
に
手
紙
を
書
い
て

多
田
さ
ん
の
消
息
を
調
査
し
ま
し
た
。

六
月
に
て
い
ね
い
な
返
事
が
来
て「
多

田
氏
は
大
病
を
患
い
、
そ
の
後
、
言

葉
が
出
な
い
よ
う
に
な
り
、
施
設
に

入
居
さ
れ
て
い
る
」。
こ
の
八
月
一
日

に
同
博
物
館
を
訪
問
し
ま
し
た
が
佐

野
館
長
は
定
年
退
職
し
不
在
で
、
多

田
氏
の
入
居
施
設
が
わ
か
ら
な
い
ま

ま
で
し
た
。

映
画
上
映
を
企
画
し
て
い
る
十
日

町
市
内
の
実
行
委
の
門
脇
洋
子
さ
ん

と
い
う
方
を
通
じ
て
、
こ
の
十
月
四

日
に
小
貫
生
ま
れ
の
多
田
滋
さ
ん
の

入
居
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

日
曜
日
午
前
で
し
た
が
、
多
田
さ

ん
は
施
設
に
は
不
在
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
い
る
と
の
こ
と
で
、

そ
こ
を
訪
ね
ま
し
た
。
応
対
さ
れ
た

職
員
の
方
は
「
多
田
さ
ん
は
、
今
日

は
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
る
が
、

本
人
に
聞
い
て
き
ま
す
」、と
し
て「
お

会
い
し
ま
す
」
と
の
こ
と
で
入
室
し

ま
し
た
。

訪
問
意
図
を
お
話
し
し
、
昭
和
村

来
村
等
に
つ
い
て
短
い
時
間
、
対
話

を
し
ま
し
た
。
言
葉
が
出
に
く
い
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
、
単
語
は
聞
き

取
れ
理
解
で
き
ま
し
た
。

多
田
さ
ん
は
昭
和
六
年
生
ま
れ

（
八
十
四
歳
）、
昭
和
村
に
は
二
回
か

三
回
、
か
ら
む
し
の
聞
き
取
り
調
査

で
訪
問
し
た
よ
う
で
す
。「
挽
き
盤
」

な
ど
の
言
葉
な
ど
方
言
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。
御
礼
を
申
し
上
げ
、

職
員
の
方
に
も
詳
し
く
お
話
し
を
し

て
施
設
を
出
ま
し
た
。

  

多
田
滋
さ
ん
は
三
十
九
歳
の
と
き
、

昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
新

潟
県
の
緊
急
調
査
で
津
南
町
『
秋
山

郷
』
の
民
俗
調
査
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
当
時
は
十
日
町
実
業
高
校
の
教

諭
で
す
。
長
野
県
境
か
ら
津
南
町
・

中
里
村
・
十
日
町
と
隣
接
し
た
自
治

体
史
の
調
査
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
五
年
か
ら
津
南
町
史
の

調
査
、
昭
和
六
十
一
年
か
ら
十
日
町

市
史
の
調
査
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

中
里
村
史
の
調
査
が
続
い
て
い
ま
す
。

昭
和
村
大
芦
に
調
査
に
来
た
の
は

昭
和
五
十
五
年
か
ら
五
十
八
年
の

五
〇
歳
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
成

果
を
ま
と
め
た
『
津
南
町
史

資

料
編

下
巻
』
は
昭
和
五
十
九
年

（
一
九
八
五
）に
発
刊
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
苧
（
か
ら
む
し
）
か
ら
縮
（
ち

ぢ
み
）
ま
で
」
の
六
十
一
ペ
ー
ジ
を

執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
後
に

稿
を
改
め
紹
介
し
ま
す
が
、
麻
栽
培

生
産
に
は
「
ヲ
」、
か
ら
む
し
生
産
に

は
「
か
ら
む
し
」
と
付
け
表
現
す
る

こ
と
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。「
か
ら

む
し
焼
き
」「
か
ら
む
し
引
き
」
と
い

う
言
葉
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
民
俗
学
会
の
『
高
志
路
』

二
八
一
号
（
一
九
八
六
）
か
ら
七
回

の
連
載
「
越
後
地
方
の
雪
語
彙
（
ご

い
）」
と
し
て
雪
に
関
す
る
表
現
・
地

域
の
言
葉
（
方
言
）
を
採
録
し
た
記

録
を
多
田
さ
ん
は
寄
稿
し
て
い
ま
す
。

故
老
の
発
音
・
表
現
に
こ
だ
わ
っ
た

記
録
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
村
で
の
か
ら
む
し
栽
培
は

「
大
芦
・
両
原
・
大
岐
・
小
野
川
に

し
か
残
っ
て
い
な
い
」
と
し
て
い
ま

す
。
多
田
さ
ん
が
聞
き
取
り
を
さ
れ

た
大
芦
地
区
の
か
ら
む
し
栽
培
・
生

産
に
か
か
わ
る
皆
さ
ん
は
、
星
庄
吉
・

五
十
嵐
コ
ウ
エ
・
皆
川
善
次
・
五
十

嵐
光
雄
・
五
十
嵐
ヒ
ナ
コ
・
皆
川
虎

之
助
・
皆
川
ヤ
チ
ヨ
・
五
十
嵐
チ
ョ

ウ
ノ
・
五
十
嵐
ス
イ
コ
の
九
名
で
す

（『
津
南
町
史
資
料
編
下
巻
』
七
八
七

ペ
ー
ジ
、
敬
称
略
）。
そ
し
て
昭
和
村

で
は
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
（
作
業
や

呼
び
名
）
に
こ
だ
わ
っ
た
記
録
調
査

が
い
ま
だ
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
三
〇
年
前
に
行
わ
れ
た
多
田

さ
ん
の
「
土
地
の
言
葉
」
に
よ
る
記

録
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
も
の
で
す
。

「
は
た
や
き
」
で
は
な
く
「
か
ら
む

し
や
き
」、「
お
ひ
き
」
で
は
な
く
「
か

ら
む
し
ひ
き
」
と
い
う
古
来
か
ら
の

言
葉
を
残
し
伝
え
て
い
く
こ
と
が
と

て
も
た
い
せ
つ
で
す
。

【連
載
】
新
史
料
紹
介

昭
和
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

菅
家

博
昭

（大
岐
）

野
尻
組
の
「麻
」
「か
ら
む
し
」
～
第
23
回
～

▲多田さんへの聞き取り調査
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平成 27年分年末調整説明会
間もなく年末調整の時期を迎えます

ので、次の日程により年末調整事務の
説明会を開催します。

【対象者】 村内の法人及び個人事業者
【日 時】 平成 27 年 11 月 16 日（月）

受 付 午後 1 時
説明会 午後１時 30 分～

    午後 3 時 20 分
【場 所】 三島町町民センター
【お問い合わせ】会津若松税務署

  法人課税第一部門（源泉所得税担当）
  ☎ 0242-27-4311（内線 224）

無料調停相談会の開催について
会津若松調停協会では、無料の調停相談

会を実施します。相続や借金、土地・建物
の紛争などでお困りの際はお気軽にお越し
ください。

【日 時】 平成 27 年 11 月 10 日（火）
午前 9：30 ～午後 6：30

（午後 6：00 受付終了）
【場 所】 会津若松市文化センター
【申し込み】当日会場で受付
【お問い合わせ】

福島地方裁判所会津若松支部庶務課
☎ 0242-26-5725

ふくしま大卒等合同就職面接会を開催します
～県内企業五十社が参加予定～

平成 28 年 3 月新規大学等を卒業予定の方、
平成 25 年 3 月以降に大学等を卒業して、現
在就職活動をしている方を対象に、正社員
で雇用する計画のある県内企業との面接会
を開催します。

【日 時】 平成 27 年 11 月 28 日（土）
【実施内容】
・事業所 PR タイム 11 時 30 分～ 11 時 40 分
・合同就職説明会    13 時 30 分～ 16 時

【会 場】ラコパふくしま ( 福島市仲間町 4-8）
【お問い合わせ】

株式会社 飛馬 ☎ 0246-38-6117

※すべて受験料は無料です
推薦試験

【受付期間】平成 27 年 11 月 1 日～ 12 月 4 日

【受験資格】中卒 ( 見込み含む )17 歳未満
  の成績優秀かつ生徒会活動等に
  顕著な実績を納め、学校長が推

                   薦できるもの。

【試  験  日】平成 28 年 1 月 9 ～ 11 日
                      （いずれかの１日を指定されます）

【試験内容】筆記試験

一般試験
【受付期間】

      平成 27 年 11 月 1 日～平成 28 年 1 月 8 日
【受験資格】中卒（見込み含む）17 歳未満
【試  験  日】平成 28 年 1 月 23 日
【試験内容】筆記試験

【お問い合わせ】
自衛隊 福島地方協力本部    会津若松出張所

（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）
☎ 0242-27-6724

陸上自衛隊高等工科学校生徒募集！

平成２７年１１月１５日執行
福島県議会議員一般選挙のお知らせ

【告 示 日】 平成 27 年 11 月 5 日（木）
【投 票 日】 平成 27 年 11 月 15 日（日）

投票日当日の投票時間
午前 7 時 00 分から午後 6 時 00 分まで

◎ 投票所入場券は 11 月 4 日～ 5 日頃に届
くように発送する予定です。
◎ 投票日当日、都合により投票所へ行って
投票できない方は期日前投票所で投票するこ
とができます。期日前投票のできる期間は 11
月 6 日から 11 月 14 日までです。棄権しない
で投票しましょう。
※ 告示日に立候補届出者が１人だけの場合は無
投票となり、投票は行いません。

◆昭和村明るい選挙推進協議会
   ◆昭和村選挙管理委員会












